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電波塔
屋根一部CLT

3階より上S造
純ラーメン

PC柱

1,2階RC造、SRC造
耐震壁付きラーメントラス梁

陸立ち柱

●はじめに
本建物は放送会社の新社屋であり、中

心市街地の活性化とともに、災害時

においては市民の生命・財産を守るべ

く情報を発信し続ける拠点施設として

計画した。基幹機能として、ラジオ・

テレビスタジオをはじめとした放送設

備・電波塔・事務所及び催事ホール、

カフェ・レストラン等を併設する。平

面形状は約55m×45m、地下1階、地上

6階の中間層免震建物である。

●構造計画
上部構造は、 1、2階をスタジオAと

楽堂ホールの外周に配置した鉄筋コ

ンクリート造耐震壁により剛性と耐力

を確保し、柱梁はSRC造を主体とした。

3階以上の階については事務室として

のフレキシビリティを最大限確保する

ため、9.3mスパンの正方形グリッドに

柱を配置した鉄骨造の純ラーメン架構

とした。各ホールは3階以上の事務室

の直下に位置しており、各ホール上部

の大断面鉄骨梁により陸立ちとした。

免震構造の特性をいかし、異なる構造

特性を有する1、2階と 3～ 5階を無

理なく接続した。

●電波塔の設計
電波塔は最高高さ49.5mであり、軽量

で塔状比が大きい躯体になるため、風

荷重時空力不安定振動が励起される恐

れがある。これを避けるために、空力

不安定振動を発生する恐れがある一次

固有周期よりも短い固有周期にて鉄塔

を設計した。また、「地上デジタル放

送用送信設備共通仕様書」に規定され

た設計用風荷重（建築基準法風荷重の

2倍以上）より鉄塔の設計を行い、風

時の鉄塔の安全性を確保した。
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■青年技術者のことば

来日16年、このうち構造設計者と

しては10年になりました。構造設

計者としての前半は平屋の1000m2

未満の建物を中心に設計し、後

半は大規模建物や超高層ビルなど

をはじめ、免震、制振建物を経験

しました。一人の外国人として日

本にて10年間構造設計ができたの

は、本当に様々な方のご協力であ

ることを感じ、感謝致します。

構造設計に対して感じるのは構造

設計が泥臭い仕事だと思っていま

す。どんなに大きい建物でも、一

つ一つの部材の安全性の確認から

始まると思います。安全確保のた

め、日々の知識の積み重ねが必要

と思っています。また、モノづく

りを知ることも大事で、製造現場

や建設現場に頻繁に足を運ぶこと

が大事だと思っています。意匠設

備構造の融合は、一回一回の打ち

合わせの積み重ねからできている

と思います。社会に価値のある建

物や愛される空間を提供できるよ

うに、これからも日々、研鑽に努

め、視野を拡大していきたいと思

います。
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異なる構造特性を有する免震構造

外観パース

●はじめに
本建物は大阪のメインストリート、御

堂筋の沿線に計画する超高層ホテルで

ある。「表向きは物静かな装いで、内

側は豪華さを極める」という設計コ

ンセプトで、外装はグレー色のガラス

カーテンウォールとした。建物の内部

構成は、 1階にエントランスホール、

ホテルレストラン及びテナント用物販店

舗、3階に宴会場などの用途に備えた

ボールルームや会議室、4階にはホテ

ルレセプション及びホテル飲食ゾーン、

6階にはスパ・ジムゾーン、8階から

29階（基準階）に客室を配置している。

●構造計画
地上部分はS造とし、柱は主にコンク

リート充填鋼管（CFT）を用いた。架

構形式は、センターコア部分に配置

した速度依存ダンパー（オイルダン

パー）によりエネルギーを吸収する制

振構造とした。7階の設備トレンチ階

にはトラスを設けることで、上階の陸

立ち柱を支持し、地震時には速度依存

ダンパーのエネルギー吸収効率を高

めった。23階以上は、センターコア部

分に座屈拘束ブレースを配して剛性と

耐力を確保した。屋上にAMDを設置し、

再現期間1年の風荷重時居住性をH-50

にした。

超高層ビルの設計

構造パース

外観パース
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リニアガイド
リニアモータ駆動型レール式制振装置概要
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